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研究成果の概要： 

本邦では，多くの女性医師が早期に離職しており，昨今の医師不足の一因である可能性

があるが，その詳細なデータは存在しなかった．本調査は２校の私立医科大学を卒業した

女性医師全員に郵送法によるアンケート調査を実施した．離職を経験したことのある女性

医師は 73%に達し，その 85%が卒後 10 年以内に離職していた．原因は，妊娠・出産との両

立の困難な労働環境であった．一方，常勤の女性医師で，助手以上の役職に就いている医

師は，12.4％，教授は１人もいなかった．女性医師が継続的な就労を可能とする労働環境

の整備が急務であると考えられた． 
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１．研究開始当初の背景 
医師不足が深刻になるにつれ，女性医師が

早期に離職することが問題視されはじめて

いた．しかし，いつ，何割が，なぜ辞めて

いるのかという実態を，根本的につきとめ

た研究調査は存在していなかった． 

 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
女性医師の離職を防ぐために，まず離職の現
状を正しく把握し，その理由，時期，復職な
どの実像および問題点を把握する． 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）アンケート作成・郵送：東京医大：609

人，川崎医大：832人 

（２）アンケート回収：有効回答711人，返送

率50.0% 

（３）アンケートの解析：質問項目毎に，２

大学での差，年代別の差および離職の有無に

よる差を比較した． 

 
 
 
 
 
 
４．研究成果 

（１）研究の主な成果 

①全体で 54.9％が離職を経験していた． 

②離職者の85%が最初の10年間に離職してい

た． 

③引退までの「生涯離職率」に相当する 59

歳までには，離職率は 73%に上った． 

④離職の原因：１．妊娠・出産との両立が困

難，２．子育てとの両立が困難，３．勤務環

境の悪さ 

⑤離婚時の勤め先：大学病院が圧倒的に多い， 

⑥「常勤医」との比較：職時に就労時間が長

く、当直回数が多い 

⑦離職率の差：子どもなし 22％，子供あり

77％ 

⑧離職者の過半数以上は学位や博士号がな

い． 

⑨離職者の科：内科，皮膚科，眼科，小児科

などであった． 

⑩復職離職：33%であった． 

⑪配偶者：85%は配偶者が医師． 

⑫配偶者の家事時間：42%は０分 

⑬離職者の 72%が結婚や出産に拘わらず仕事

を続けるべきと考えていた． 

⑭常勤の女性医師で，助手以上の役職に就い

ている医師は，12.4％，教授は１人もいなか

った 

（２）国内外における位置づけとインパクト 

以上の解析結果から，現状の離職を防ぐに

は最初の10年間をサポートすることが重要で

，キャリアの初期に研鑽を積むことにより，

女性医師が大学医学部での重要なポストにつ

くためのスタートラインに初めてつくことが

できると考えた．この成果は，国内外の学会

などで発表するとともに雑誌および新聞など

に広く取り上げられ，驚きを持って扱われた

．特に医療関係者以外や先進諸外国の人にと

っては，本邦が国として早急に改善させるべ

き重要な問題点として捉えられた． 

（３）今後の展望 

 本調査は，女性医師の離職の割合や時期に

ついて研究した初めてのデータである．この

研究を遂行した３年間の間にも医師不足の深

刻さに歯止めはかかっていないものの，女性

医師を取り巻く労働環境の改善の必要性が様

々なレベルで話題に取り上げられるようにな

ってきた． 

本調査は，私立医科大学２校に限局したもの

だが，全国レベルの調査がなされることが期

待される． 

また，女性医師の離職というテーマが単一

の問題ではなく，医師全体ひいては日本社会

全体を包含する労働環境問題の一つの象徴で



あることを理解し，今後は男女を通じたより

広範な角度から，医師を取り巻く労働環境を

再考する必要があると考える． 
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